
 

説
明
。
国
保
料
や
介
護
保
険

料
の
免
除
や
減
免
等
に
つ
い

て
は
「
市
町
村
で
の
条
例
改

正
が
必
要
」
と
述
べ
、
県
か

ら
も
通
知
を
発
出
す
る
な
ど

速
や
か
な
対
応
を
求
め
て
い

る
と
答
え
ま
し
た
。 

さ
え
消
費
税
１
０
％
で
売
り

上
げ
が
減
っ
て
い
る
。
自
粛

要
請
と
補
償
は
表
裏
一
体
で

行
う
べ
き
で
あ
り
、
国
の
補

償
は
中
途
半
端
。
今
こ
そ
国

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
国
は
動
い
て
ほ
し
い
」

と
要
望
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
（
有
限

会
社
社
長
）
の
野
津
照
巳
さ

ん
（
５
５
）
は
、
飲
食
店
や

ホ
テ
ル
、
旅
館
の
お
し
ぼ
り

の
取
引
が
激
減
し
て
い
る
と

述
べ
、「
３
月
は
前
年
比
で
売

り
上
げ
が
３
割
強
減
り
、
４

月
は
も
っ
と
落
ち
込
む
と
思

う
」
と
苦
し
い
胸
の
内
を
語

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、「
無
担

保
・
無
利
子
融
資
と
言
っ
て

も
借
金
。
固
定
費
の
直
接
助

成
を
」「
消
費
税
は
赤
字
で
も

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
費
税
は
ゼ
ロ
に
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

で
、
政
府
は
よ
う
や
く
「
一
律

国
民
へ
１
０
万
円
支
給
」
「
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
」
に
踏
み
切
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ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
や

る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
今
、
休
業
で

無
収
入
と
な
っ
た
個
人
事
業
主
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
は
、
と
て
も
一
回
き
り

の
「
１
０
万
円
」
で
は
し
の
げ
な
い
。

自
殺
者
が
出
る
前
に
急
い
で
、
大
規

模
で
長
期
の
休
業
補
償
が
必
要
で
あ

る
▼
ま
た
、
無
症
状
の
潜
在
感
染
者

が
広
が
っ
て
い
る
今
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
大
規
模
な
拡
大
は
一
気
に
感
染
者

を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ぎ
つ
ぎ

と
運
び
こ
ま
れ
る
感
染
者
を
ト
リ
ア

ー
ジ
し
て
、
治
療
・
隔
離
す
る
医
療

体
制
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
検

査
拡
大
に
よ
る
欧
米
の
よ
う
な
医
療

崩
壊
は
絶
対
に
防
が
ね
ば
な
ら
な
い

▼
国
際
通
貨
基
金
は
「
１
９
２
９
年

の
世
界
大
恐
慌
以
来
、
最
悪
の
景
気

後
退…

」
と
の
予
測
。
大
恐
慌
は
大

量
の
失
業
者
を
生
み
出
し
、
世
界
大

戦
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
。
今
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
各
国
で
大
量
失
業
者

が
続
出
。
日
本
も
、
外
出
自
粛
や
休

業
要
請
を
受
け
て
、
す
で
に
多
く
の

失
業
者
が
出
て
い
る
。
世
界
経
済
は

未
曾
有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
▼

イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
学
者
ユ
ヴ
ァ

ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
氏
は
「
い
ま
世

界
は
政
治
の
重
大
局
面
に
あ
る
」
と

い
う
。
各
国
の
医
療
崩
壊
や
失
業
増

大
な
ど
の
経
済
危
機
を
前
に
、
政
治

の
あ
り
方
を
問
う
て
い
る
。
国
際
的

連
帯
で
危
機
を
乗
り
切
る
の
か
、
そ

れ
と
も
国
家
的
孤
立
主
義
の
道
か
、

分
か
れ
道
に
あ
る
と
い
う
▼
「
ウ
ィ

ル
ス
は
世
界
の
一
国
で
も
流
行
が
続

く
限
り
、
再
び
変
異
し
て
拡
散
さ
れ

る
。
世
界
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
立

ち
向
か
う
こ
と
な
し
に
は
打
ち
勝
つ

こ
と
は
で
き
な
い…

我
々
の
最
大
の

敵
は
ウ
ィ
ル
ス
で
は
な
く
、
憎
し
み
、

対
立
、
強
欲
、
責
任
転
嫁
な
ど
心
の

中
に
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。 

（
吉
） 

日
本
共
産
党
県
議
団
は
１

４
日
、
丸
山
達
也
知
事
に
対

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
緊

急
の
財
政
補
償
や
医
療
体
制

強
化
な
ど
１
９
項
目
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。
（
２
面
関
連
） 

尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の

両
県
議
ら
は
「
自
粛
要
請
と

一
体
に
補
償
が
行
わ
れ
て
こ

そ
感
染
拡
大
防
止
の
実
効
性

が
確
保
で
き
る
」「
感
染
者
が

増
え
る
中
、
医
療
機
関
の
体

制
整
備
が
急
が
れ
る
」
と
強

調
。
県
と
し
て
県
民
の
暮
ら

し
と
命
、
中
小
業
者
の
経
営

を
守
る
積
極
的
で
実
効
あ
る

支
援
策
や
予
算
措
置
が
必
要

と
述
べ
、
▽
収
入
が
減
少
し

た
事
業
者
へ
の
固
定
費
の
直

接
助
成
▽
各
種
社
会
保
険
料

の
減
免
や
貸
付
金
、
住
居
確

保
給
付
金
、
持
続
化
給
付
金

な
ど
の
制
度
の
積
極
的
な
周

知
▽
医
療
用
マ
ス
ク
や
防
護

丸山知事（左から５人目）に要望書を手渡す尾村県議ら（県庁） 

県へ申し入れる諸遊会長、足立事務局長、党議員ら（県庁） 

 

島
根
県
商
工
団
体
連
合
会

は
１
３
日
、
県
に
対
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
中
小
零
細
業
者

の
危
機
を
打
開
し
、
営
業
と

暮
ら
し
を
守
る
よ
う
申
し
入

れ
ま
し
た
。 

諸
遊
克
巳
会
長
、
足
立
徹

事
務
局
長
ら
が
県
庁
を
訪

れ
、
日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
、

松
江
市
議
団
、
向
田
聡
・
安

来
市
議
が
同
席
し
ま
し
た
。 

諸
遊
会
長
ら
は
▽
被
害
実

態
の
速
や
か
な
調
査
▽
固
定

費
（
家
賃
・
地
代
・
リ
ー
ス
料
・

水
光
熱
費
等
）
へ
の
直
接
支
援

▽
国
保
・
介
護
保
険
料
な
ど
社

会
保
険
料
の
減
免
措
置
▽
国

保
へ
の
傷
病
手
当
の
創
設
▽

国
に
消
費
税
率
引
き
下
げ
を

求
め
る―

な
ど
を
要
請
。
「
中

小
業
者
は
商
売
を
続
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際
。
多
く

の
業
者
が
固
定
費
な
ど
の
直

接
支
援
を
望
ん
で
い
る
」
な
ど

と
述
べ
、
「
県
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
実
施

服
な
ど
医
療
機
関
に
必
要
な

装
備
・
備
品
の
速
や
か
な
供

給
▽
保
健
所
の
体
制
強
化
▽

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
、
血
清
抗
体
検
査
法
の
早

期
導
入
な
ど
を
要
望
。
国
に

対
し
、
消
費
税
の
減
税
と
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
、
１

人
１
０
万
円
の
給
付
金
の
支

給
な
ど
を
求
め
る
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。
丸
山
知
事
は
「
要

望
を
踏
ま
え
、
県
民
の
命
や

暮
ら
し
を
守
る
た
め
予
備
費

や
専
決
の
活
用
な
ど
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
」

と
答
え
ま
し
た
。 

し
、
中
小
業
者
に
希
望
的
な

発
信
を
」
と
要
望
し
ま
し
た
。 

県
の
担
当
者
は
、
固
定
費

の
直
接
支
援
に
つ
い
て
「
一

部
の
市
町
村
で
は
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
状
況

を
見
て
対
応
し
て
い
く
」
と

日
本
共
産
党
東
部
地
区
委

員
会
（
岩
田
剛
地
区
委
員
長
）

と
松
江
民
主
商
工
会
は
１
０

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
市
内

の
中
小
業
者
か
ら
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
尾
村

利
成
県
議
、
橘
祥
朗
、
吉
儀

敬
子
の
両
市
議
、
民
商
事
務

局
員
が
訪
ね
ま
し
た
。 

理
容
業
の
名
和
英
治
さ
ん

（
５
１
）
は
、
３
月
は
前
年

同
月
比
で
売
り
上
げ
が
２
割

減
少
し
た
と
話
し
、「
た
だ
で

川
本
町
議
選
（
定
数

９
）
が
１
９
日
投
開
票

さ
れ
、
日
本
共
産
党
の

山
口
節
雄
氏
（
７
０
）

＝
現
＝
は
及
ば
ず
、
党

議
席
空
白
と
な
り
ま
し

た
。 選

挙
戦
で
山
口
氏
は

▽
医
療
費
を
高
校
卒
業

ま
で
無
料
▽
学
校
給
食

費
の
保
護
者
負
担
軽
減

▽
国
保
税
の
引
き
下
げ

▽
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
ス
ト
ッ
プ―

な
ど
を

訴
え
。
得
票
率
は
４
・

１
３
％
（
前
回
８
・

０
％
）。
開
票
結
果
は
次

の
通
り
で
す
。 

山
口 

節
雄
（
現
） 

９
３
票
・
１
１
位 


